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「
い
ち
ば
ん
館
」
で
行
な

わ
れ
、
商
工
会
員
や
農
業
を

営
む
村
民
な
ど
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
習
会
は
、
講
師
に
福
島

大
学
経
済
経
営
学
類
の
奥
山

修
司
教
授
を
招
き
、「
商
工

業
と
農
業
が
連
携
し
た
地
域

づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
奥
山
教
授
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
と
し

て
、
農
・
工
・
商
の
連
携
に

よ
る
６
次
産
業
※
な
ど
を
紹

介
。
参
加
者
ら
は
、
講
師
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

※６次産業＝１(農)＋２(製造加工)＋３(販売)次産業

「
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
い
い

た
て
」
に
て
消
防
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
毎
年
の
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

に
合
わ
せ
、
消
防
飯
舘
分
署

が
村
内
の
事
業
所
等
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

訓
練
は
、
福
島
県
沖
を
震

源
と
す
る
激
し
い
地
震
が
発

生
し
、「
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
い

い
た
て
」
の
厨
房
か
ら
出
火

し
た
、
と
の
想
定
で
開
始
さ

れ
、
店
の
従
業
員
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
や
避
難
誘
導
訓

練
、
署
員
に
よ
る
放
水
訓
練

な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
大
雪
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
ら
は
有
事
に
備
え
真
剣
な

表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
英
語
指
導
助
手

の
サ
マ
ン
サ
さ
ん
が
、
一
日

分
署
長
を
務
め
ま
し
た
。

サ
マ
ン
サ
さ
ん
は
、「
ス
テ

ー
キ
ハ
ウ
ス
い
い
た
て
」
で

実
施
さ
れ
た
消
防
訓
練
を
視

察
し
た
ほ
か
、
署
員
ら
と
一

緒
に
村
内
の
各
事
業
所
等
を

表
敬
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
を
配

り
な
が
ら
火
の
用
心
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

飯
舘
中
の
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
て
、

村
内
の
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校
の
全
教
職

員
を
対
象
に
、
不
審
者
撃
退
訓
練
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
先
頃
大
阪
府
で
起
き
た
教
職

員
殺
傷
事
件
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
村
教

育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
訓
練
に

は
70
人
の
教
職
員
が
参
加
。

訓
練
は
、
原
町
警
察
署
員
の
指
導
の
下
、

身
近
に
あ
る
机
や
椅
子
な
ど
を
使
っ
て
の

撃
退
方
法
や
護
身
術
に
つ
い
て
、
実
技
を

中
心
に
学
び
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
合
わ
せ
、
村
教
育
委
員
会

で
は
、
村
内
の
全
幼
稚
園
・
学
校
に
催
涙

ス
プ
レ
ー
と
さ
す
ま
た
を
配
備
し
ま
し
た
。

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
16
年
度

消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式
」
で
、
村

消
防
団
に
竿
頭
綬
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
章
は
、
消
防
施
設
の
整
備
や
災
害
の

防
除
に
対
す
る
活
動
が
優
秀
な
消
防
機
関
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
全
国
で
34
機
関
が
受
章
、
う
ち
東

北
地
方
で
は
飯
舘
村
の
み
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。表

彰
式
に
出
席
し
た
松
林
茂
団
長
は
、「
こ

れ
か
ら
も
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
防
災
活
動
に

一
層
努
め
た
い
」
と
受
章
の
感
想
を
述
べ
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

村
教
育
委
員
会
（
小
山
茂

委
員
長
）
の
委
員
が
村
長
室

を
訪
れ
、
菅
野
村
長
に
相
農

飯
舘
分
校
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
要
望
書
を
提
出
す
る

に
当
た
り
、
教
育
委
員
会
で

は
、
村
教
育
改
革
会
議
（
川

村
初
彦
委
員
長
）
か
ら
分
校

の
あ
り
方
な
ど
の
答
申
を
受

け
、
先
進
事
例
の
研
修
を
含

め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係

者
等
と
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項
は
、
①
学

生
寮
整
備
に
よ
る
人
間
教
育

を
重
視
し
た
学
校
、
②
類
型

学
習
を
重
視
し
た
特
色
あ
る

学
校
、
③
地
域
と
の
交
流
等

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
社

会
適
応
性
を
重
視
し
た
学
校

の
３
点
で
す
。

こ
の
要
望
を
受
け
、
菅
野

村
長
や
横
山
村
議
会
議
長
、

小
山
茂
村
教
育
委
員
会
委
員

長
、
佐
藤
八
郎
村
議
会
文
教

厚
生
常
任
委
員
長
、
佐
藤
長

平
相
農
高
同
窓
会
飯
舘
分
会

長
ら
が
県
庁
を
訪
れ
、
県
教

育
委
員
会
と
県
議
会
に
要
望

書
を
提
出
し
、
実
現
を
強
く

求
め
て
き
ま
し
た
。


